
第３章 概略的な河川整備の考え方



概略的な河川整備の考え方（１）

これまで検証した洪水パターンにおける概略的な
河川整備の検討として、築堤（紀の川大堰事業含
む）、掘削整備段階における効果を検証することす
ることとしました。



概略的な河川整備の考え方（２）
現況河道

掘削

狭窄部対策

氾濫被害解消

築堤

●現況河道(H10)で大滝ダム(2500m3/s一定
放流)による洪水調節

●対象流量に対して高さ不足となる築堤
未施工区間を築堤

●紀の川大堰（新六ヶ井堰撤去、河道掘削等含む）

●掘削により、必要河積が確保可能となる
区間を掘削

●狭窄部箇所において河積確保が必要な
箇所を対策


